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Abstract
 During the Second World War, Japanese Army occupied Hong Kong and most of the Southeast Asian 
area. This paper investigates how popular media was utilised in the Japanese military administration in 
such area focusing on film screening in Hong Kong and Singapore, both of which have similar history 
and culture. Using the newspapers published in both city, this paper revealed that American and British 
films were screened during the initial stage of Japanese occupation in both cities, the programmes were 
determined in each city separately whilst another film propaganda policy was planned in Tokyo and 











































































２） たとえば、Uhde and Uhde［2010］など。
4
文 明 21　No. 40
字新聞 Syonan Times（国立国会図書館東京本館所蔵マイクロフィルム版）を使用した。
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のほか、『タイフーン』（Typhoon, 1940、中文名『風火島』）や『シー・ホーク』（The Sea 
Hawk, 1940、中文名『海上覇王』）といった冒険物語、『カンサス騎兵隊』（Santa Fe Trail, 
1940、中文名『飛騎将軍』）や『北西騎馬警官隊』（North West Mounted Police, 1940、中文
名『騎軍決戦史』）といった西部劇、『銀嶺セレナーデ』（Sun Valley Serenade, 1941、中文
名『雪花飛舞』）や『オズの魔法使』（The Wizard of Oz, 1939、中文名『緑野仙踪』）といっ
たミュージカル（いずれもアメリカ作品）、さらにイギリスの作品として『バグダッドの






る。その中には、『乙女の湖』（Lac aux Dames, 1933、中文名『青春楽園』）や『背信』
（Abus de Confiance, 1937、中文名『背信』）といった、この時期に香港初公開となる作品
も含まれている。フランス作品については『乙女の湖』について中文と並んで日文字幕も
付されていること（『香港日報』（中国語版）1942年６月17日）、またこれ以外に上映され
た『女だけの都』（La Kermesse héroïque, 1935、中文名『女人的城市』）に英語圏での配給




















































る。1943年にはオーストリアの『ハンガリア夜曲』（Die ganze Welt dreht sich um Liebe, 





Carlo Madness, 1932、英語版、中文名『砲轟満地卡羅』）フランスの Le Parfum de la dame 
en noir, 1931（日本語名不明、中文名『香草美人』）、ドイツの『ガソリン・ボーイ三人組』
（Die Drei von der Tankstelle, 1930、中文名『風塵三侠』）、フランスの Le Chanteur inconnu, 
1931（日本語名不明、中文名『神秘歌王』）、ドイツの『若きハイデルベルヒ』（Ein 











































































































































れたアメリカ映画としては、『血と砂』（Blood and Sand, 1941、共栄劇場、1943年１月上
映）、『地獄への逆襲』（The Return of Frank James, 1940、昭和劇場、1943年１月上映）、『フ
ランケンシュタインの復活』（Son of Frankenstein, 1939、潮劇場、1943年３月上映）、『コ
ンドル』（Only Angels Have Wings, 1939、共栄劇場、1943年４月上映）、『紀元前百万年』



















































表１　Syonan Sinbun/Syonan Shimbunに掲載されたMovie Review
掲載日 内容 掲載日 内容
1943年８月31日 英国崩るるの日 1943年11月２日 スポーツの一年
1943年９月１日 英米作品禁止と日本映画について 1943年11月４日 漫画映画（桃太郎の海鷲）
1943年９月６日 田園交響楽 1943年11月５日 燃ゆる大空
1943年９月７日 田園交響楽 1943年11月６日 海鷲
1943年９月10日 田園交響楽 1943年11月12日 世界に告ぐ
1943年９月10日 田園交響楽 1943年11月25日 愛機南へ飛ぶ
1943年９月16日 文化映画（潮文化劇場）について 1943年11月29日 愛機南へ飛ぶ
1943年９月22日 シンガポール総攻撃 1943年12月３日 翼の凱歌
1943年９月23日 シンガポール総攻撃 1943年12月12日 青空交響楽
1943年９月24日 シンガポール総攻撃 1944年１月２日 決戦の大空へ
1943年９月25日 シンガポール総攻撃 1944年１月19日 決戦の大空へ
1943年９月28日 シンガポール総攻撃 1944年１月27日 鉄扇公主
1943年９月29日 支那の夜 1944年２月５日 ニュース映画について
1943年10月１日 支那の夜 1944年２月10日 海に翻る日章旗
1943年10月２日 支那の夜 1944年２月11日 陸軍航空戦記
1943年10月９日 南海の花束 1944年３月15日 南の願望
1943年10月14日 男 1944年３月16日 世界に告ぐ
1943年10月15日 青春の気流 1944年３月31日 新しき土
1943年10月16日 男 1944年４月１日 熱風
1943年10月20日 ニュ スー映画（潮文化劇場）について 1944年４月11日 あの旗を撃て
1943年10月26日 愛の一家 1944年４月12日 出征前十二時間
1943年10月27日 愛の一家 1944年４月15日 あの旗を撃て














































































題名 製作会社 種別 改訂 送付地域 HK SG
水滸伝 東宝 時代 南方全域 ○ ○
阿片戦争 東宝 時代 南方全域 ○ ○
胡蝶美人 宝塚 現代 華僑向 ○
戦ひの街 松竹 現代 華僑向 ○ ○
御碑亭 華北 時代 華僑向
華かなる幻想 大映 現代 ○ 南方全域 ○ ○
姿三四郎 東宝 時代 ○ 泰・仏印・比 × ×
シンガポール総攻撃 大映 現代 ○ 南方全域 ○ ○
電撃二重奏 日活 現代 南方全域 ○
若き日の歓び 東宝 現代 ○ 南方全域 ○ ○
男 東宝 現代 南方全域 ○ ○
鉄の愛情 日活 現代 南方全域 ○
マライの虎 大映 現代 ○ 南方全域 ○
愛の世界 東宝 現代 南方全域 ○ ○
青春の気流 東宝 現代 南方全域 ○ ○
独眼龍政宗 大映 時代 南方全域 ○
我が家の風 大映 現代 南方全域 ○ ○
青空交響楽 大映 現代 ○ 南方全域 ○ ○
結婚命令 大映 現代 ○ 南方全域 ○ ○
奴隷船 大映 時代 南方全域 ○ ○
愛機南へ飛ぶ 松竹 現代 ○ 南方全域 ○ ○
決戦の大空へ 東宝 現代 ○ 南方全域 ○ ○
歓楽年々 中華 現代 南方全域 ○
熱風 東宝 現代 南方全域 ○ ○
秘めたる覚悟 東宝 現代 ○ 南方全域 ○
結婚の生態 南旺 現代 ○ 南方全域 ○ ○
出征前十二時間 大映 現代 ○ 南方全域 ○
海軍 松竹 現代 南方全域 ○ ○
おばあさん 松竹 現代 ○ 南方全域 ○ ○
世界に告く 独トービス 時代 南方全域 ○
記録映画
昭和18年度（1942年12月22日～1943年12月28日）
題名 製作会社 南方向作品 HK SG
東洋の凱歌 日映 ○ ○




富士に誓ふ 日映 ○ ○
ニュース特集
昭和18年度（1942年12月22日～1943年12月28日）





題名 製作会社 南方向作品 HK SG
轟沈（対外版） 日映 ○ ○
大いなる翼 南方現地軍 ○
昭和19年度（1944年１月11日～1944年９月18日）




題名 製作会社 種別 改訂 送付地域 HK SG
勝鬨音頭 松竹 現代 南方全域 ○ ○
あの旗を撃て 東宝 現代 南方全域 ○ ○
緑の大地 東宝 現代 比島向 － －
加藤隼戦闘機 東宝 現代 ○ 南方全域 ○ ○
不沈艦撃沈 松竹 現代 ○ 南方全域 ○ ○
蘇州の夜 松竹 現代 ○ 南方全域 ○ ○
萬紫千紅 中華 現代 華僑向 ○ ○
女性航路 松竹 現代 ○ 南方全域 ○
萬世流芳 中華 時代 華僑向 ○ ○
鉄扇公主 中華 時代 華僑向 ○
怒りの海 東宝 現代 ○ 南方全域
水兵さん 松竹 現代 南方全域 ○ ○
命の港 東宝 現代 南方全域
高田馬場前後 大映 時代 昭南泰セレベス向 －
三太郎頑張る 松竹 現代 南方全域
恨不相逢未嫁時 中華 現代 華僑向 ○
日常の戦ひ 東宝 現代 南方全域
世紀の合唱 東宝 現代 泰比島向 － －
誓ひの合唱 東宝 現代 比島向 － －
待ってゐた男 東宝 時代 泰向 － －
美しき鷹 東宝 現代 比島向 － －
五重塔 大映 時代 南方全域
激流 松竹 現代 南方全域 ○
碧血艶影 満映 現代 比島向 － －
敵は幾万ありとても 東宝 現代 南方全域
四つの結婚 東宝 現代 南方全域 ○







































































竹（改編） 東亜交通公社 ○（ビルマ向） － －
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